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1．はじめに 

昨今，建設業における担い手不足解消のため，業界全

体の長時間労働の削減・働き方改革を推し進めること

が急務である．ICT 技術の活用をはじめとする現場業務

の生産性向上に資する取組みが求められている． 

過去の遠隔臨場の成果事例 1)を見ると，移動時間や待

ち時間の削減ができるため，一定の生産性向上が確認

されている．一方で，通常の現場臨場では必要のない

“映像配信担当者（カメラマン）”が必要となる場合が

散見され，課題となっていた． 

そこで，本稿では既存のツール（ウェアラブルデバイ

ス，タブレット等）を組合せ，遠隔臨場から帳票作成，

検査承認，帳票共有などを現場で完結するシステムを

考案し，従来の遠隔臨場のメリットを維持したまま，一

層の省人化と汎用性の向上に取り組んだので報告する． 

2．ウェアラブルデバイスを用いた遠隔臨場の取組み 

(1)遠隔臨場に使用する機器とシステム 

ウェアラブルデバイス（リアルウェア社の HMT-1）は，

ヘルメットに装着可能なものを使用した（表-1）．

Microsoft 社の Teams の Web 会議システムを利用し，ウ

ェアラブルデバイスで撮影した映像をリアルタイムに

受発注者間で共有することで臨場を実施する．帳票等

のデータ共有は Autodesk社のクラウド型のプラットフ

ォームである BIM360docs（以下，BIM360）を用いる．な

お，BIM360 の運用は発注者が工事プロジェクトを用意

して，利用者を管理している．図-2 に遠隔臨場概要図

を示す．このシステムでは，接続ラインを工夫すること

で，検査を実施する監督員のみならず受発注者の内勤

者も臨場に参加することができる．また，遠隔臨場の他

にも，安全巡回や現場状況の確認等にも幅広く応用で

きるシステムである． 

(2)遠隔臨場実施フロー 

提案する遠隔臨場のフローを図-3 に示す．監督員の

PC に現場の映像が映っているかを確認し，検査を開始

する．タブレット端末上で，帳票に試験値を入力し，臨

場終了後，共通のサーバーである BIM360 上に PDF に出

力した帳票を保存する．監督員は帳票を確認し，承認し

た場合は電子署名をして再度 BIM360 に保存する．電子

署名付きの帳票は受注者事務所にいる職員がBIM360か

らダウンロードし，発注者指定の書類提出ツールに

提出することで遠隔臨場が完結する． 

 

表-1 ウェアラブルデバイスの仕様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 遠隔臨場概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 遠隔臨場実施フロー 
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3．遠隔臨場の実施項目 

ウェアラブルデバイスを用いた遠隔臨場は，発注者

の施工管理要領に定められている監督員の確認を要す

る臨場項目の内，省人効果が期待できるものとして表-

2 に示す項目を選定した．このうち，吹付けコンクリー

ト工の初期強度試験への適用結果について述べる． 

図-4 に遠隔臨場状況を示す．カメラをヘルメットに

装着しているため，両手がフリーとなり試験値の実測

やタブレットへの入力も問題なく行うことができた．

HMT-1 は，音声による操作が可能であり，目元のディス

プレイでどのような映像を送信できているか確認しな

がらの撮影が可能であるため，監督員からの指示にも

的確に対応できた．手元をライトアップすることが可

能であり，電子ノギスの数値等もはっきりと読み取る

ことができた（図-5）．遠隔臨場を実施した監督員から

も，「遠隔でも臨場に必要な数値は読み取ることができ，

臨場の役割を果たすことができた」との評価を得た． 

4．遠隔臨場の効果 

表-3 に試行した臨場項目と臨場に必要な現場担当者

の人数を示す．従来 1)の遠隔臨場と比較し，有効性は変

わらずに，必要人数が低減されていることから，遠隔臨

場の省人化に寄与し，現場臨場と同じ人員で実施可能

であることが分かる． 

また，副次的な効果として，受注者の担当者が現場に

いながら BIM360 による上職への帳票の共有と，事務所

にいる職員による書類の提出ができるため，現場担当

者の業務量の削減，提出し忘れの防止，現場内共有が可

能となる． 

5．まとめ 

既存のツール（ウェアラブルデバイス等）を組合せる

ことにより，現場臨場と同じ現場担当者数で遠隔臨場

を実施できることがわかった．現在はウェアラブルデ

バイスを用いた遠隔臨場の試行段階であるが，引続き，

実績を積みながら他工種への展開を図っていく． 

遠隔臨場による効果は明らかとなったが，一方で受

発注者の人材育成を考えれば，施工管理の基本はやは

り三現主義にあると考える．受発注者，および関係者の

意見を踏まえながら，適切な運用頻度を見極め，遠隔臨

場を効率よく推進したいと考えている． 
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表-2 遠隔臨場実施予定項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 遠隔臨場状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 ウェアラブルデバイスによる撮影映像 

 

表-3 試行した臨場項目と臨場人数（受注者側） 

 

ウェアラブルデバイス 

項目 臨場頻度
掘削 岩判定 適宜

3h/25m

24h/50m

加圧検査試験 1回/1スパン

負圧検査試験 接合部の不良箇所/全数

打設前確認 ブロック毎

出来形確認 ブロック毎

打設状況確認 打設毎

繊維混入率試験 1回/1スパン

出来形確認 施工箇所毎

吹付前確認 吹付け施工毎

初期強度試験 24h/50m

出来形確認 吹付け施工毎

打設前確認 打設毎

打設状況確認 打設毎

打設前確認 打設毎

打設状況確認 打設毎

材料基準試験 適宜

適宜

初期強度試験

インバート工

工種

ト
ン
ネ
ル
工

覆　工

吹付け
コンクリート工

防水工

その他

圧縮強度試験
σ28

深礎工

下部工

吹付け
コンクリート工

深
礎
工

コンクリート
全般

従来
1) 今回

吹付け
コンクリート工

初期強度試験 2 1

覆工
出来形確認
（覆工厚）

2 1

ロックボルト材料 寸法試験 3 2

工　種 項　目
必要人数
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